
中間年評価（第5期対策）の目的と方法

２．中間年評価の趣旨
〇協定活動の実施状況や目標達成見込みの点検

〇集落協定や廃止協定、未実施協定を対象としアンケート調査により、制度の効果・課題、
中山間地域の現状を把握すること

３．評価方針
○協定における取組状況等について、集落、市町、県、国の各段階で実施

１．制度上の位置づけ
○中山間地域等直接支払交付金実施要領 第2条2項(3)において、
交付金の交付に当たっては、中立的な第三者機関を設置し、実行状況の点検、施策の効
果の評価等を行い、基準等について不断の見直しを行っていくことが必要

〇また、同要領 第13条において、交付金の評価は中間年評価、最終年評価とし、
・市町は、集落等の取組状況を評価し、その結果を県へ報告
・県は、市町からの報告内容を第三者機関で検討し、評価するとともにその結果を国へ報告



中間年評価の流れ


